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1 問 題

生産技術の変化は従来われわれが認識してきた以上に急速に展開している。

この展開に対応した教育訓練方法の構築を図ることが本研究の目的である。

OJTと Off JTの両者に適用可能で、生産技術にかかわる教育訓練のレベルを

問わずに実施できる教育訓練方法を最終像に設定している。われわれは指導

者の行う教授活動の内容を類型化し、その組み合わせによって授業展開の方

法を設定した。この教授活動の単位をアクティビティと呼んでいる。これま

での報告では、その基本原理の設定とアクティビティ抽出過程及び授業展開

事例を検討することによってその内容項目を明らかにした。1)

スキルスタディは 「生産技術教育の方法理論」を特徴づける重要なコンセ

プ トである。の 技術と技能を教育訓練という祝座から検討するとき、 同 一の次

元に収飲させるという意味あいがこのアクティビティにこめられている。こ

れまでの教育訓線では 「実技は実習で、学科は座学でJと いう考え方が一般

的であろう。この分類は教育訓練上で技能と技術を異なるものとして扱う事

から端を発している事に他ならない。このような分類を行っているにかかわ

らず訓練の完了時には両者が統一して習得され、機能する事を学習者に求め

ている。今日、生産技術が変革し技能と技術の境界領域が問題となると共に

その分類自体が唆味になりつつある。このような状況下で実技と学科という

分類そのものがF「5われているといってよい。め 学科と実技という概合は教科目

設定にあるように教育内容からのものであって、指導者のアクティビティと



生産技術教育の方法理論〕

は直接かかわりのない概念である。このように思考する時、これら概念は「生

産技術教育の方法理論」の構築とは異質な概念と言える。このことを混同す

ると 「スキルスタディは学科の範鳴に入る」となる。スキルスタディは学科

という範鳴に属さないばかりか、そのように理解して扱うことでスキルスタ

ディ本来の性質を失うこととなる。

われわれはすでにスキルスタディの機能がこれらとは異なる性質を持つ事

を示した。ゆ |の アクティビティの内容項 目は 「技能の科学的明確イb、 「作業

方法 ・材料 ・環境の研究J、「作業上の重要情報の特定化」にある。ゆ しかし、

これまでの検討からはスキルスタディについて、その内実に不明な部分が多

い事から、適用に際して問題が残されていた。この音8分を明らかにすること

は他のアクティビティの展開にとっても有用な示唆を与えると考える。本研

究はこのスキルスタディ展開の方法、計画の進め方について検討し、この方

法IF E論の基本ヨンセブ トを明確にしたい。

2.研 究方法

検討方法は主に前報告の素材を再度詳細に行 うこととした。つまり授業の

映像及び音声記録 と指導案、教材 ・教具 を検討素材 として収集 し、これをス

キルスタディに着 目して分析 した。検討対象とした授業は第 1素 材は授業実

験 「調色実習」の指導策的である。第 2素 材は1979年から1983年に職業訓練指

導員研修プログラム 「教材研究と授業づ くり」で制作 した 「電子機器のハン

グ付け」授業記録である。この記録の一部は 「教材研究 と授業づ くリー職業

訓練指導員新任者研修の記録一Jつとして公刊されている。さらに第 3素 材は

群馬技能開発センターの能力再開発訓線 コースで行われた 「三原色混合」授

業記策 )である。この授業は技能教育研究会の研究授業で公開された。授業内

容は調色実習である。

「スキルスタディの計画のための教材研究の進め方」の検討に際 しては

1988、1989、1990年度に職業訓練大学校で行った 「教授技術Jの演習成果助と
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「豹 獅 究と授業づくリー職業訓練指導員新任者研修の記録一」I助を検討対象と

して分析した。

3.

3-1 ス キルスタディの手段 と性質

「実習Jと いう言葉が広義に使用されているので不明確に扱われる傾向が

ある。そこで、広義に使用する場合には 「実習」を用い、狭義に用いる場合

には 「実習モー ド」と呼称することにする。狭義には授業を進める手段の一

つとして扱う場合に用いられるものである。従って実習の中にはさまざまな

手段があり、その一つに実習モー ドがあると設定する。スキルスタディを実

際に展開する時にはさまざまな手段を使用するが、それらの類型を見ると主

に実験による方法、実習による方法、講義による方法、演習による方法に分

けることができる。これらの主要な方法も先の実習モー ドと同じように 「モ

ー ドJを 付して呼称することとする。

図31は 研究授業 「三原色混合」のアウトラインである。また、表31は そ

の指導案 (要旨)で ある。両図表はいずれも 「三原色混合」授業記録を再構

成して作成したものである。この授業の対象者は能力再開発訓傑コースの中

高年齢者である。授業は実習の過程で行われた。その展開はほとんどがスキ

ルスタディに属す。この場合の授業の手段は講義モー ドである。クラリファ

ィで主題を提示し、スキルスタディ①で三原色混合の難しさは混合時の色の

効き具合が違うことを明らかにしてゆく。次にスキルスタディ②では調色作

業が三原色の力のバランスをコントロールすることで達成するのであり、バ

ランス点が灰色になることを示す。スキルスタディ③ではそのバランス点ヘ

の効果的な接近方法を理解させるように働きかけている。この時の授業展開

を指導案でみると指導者の活動単位 (アクティビティの内容項目)は スキル

スタディ①とスキルスタディ②はほとんどを「技能の科学的明確化」に費や

している。後半のスキルスタディ③は 「作業方法・材料・環境の研究」と「作
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図3-1 研 究授業

0分     sTART

「三原色混合」のアウ トライン

主題の提示
・目標色と同じものを必要畳作る
ことが調色作業

・三原色混合の困難さ
・色のきき具合

・調色は三原色のパランス
・三原色の力のつりあい点が灰色

パランス点への接近方法

まとめ
・補色,色 の混合バランス

8分

16分

20分

40分

48分

業上の重要情報の特定化」に集中していることがわかる。このように 「技能

の科学の明確化→作業方法の工夫」という流れを読みとることができる。ス

キルスタディの役割が前半と後半で異なるのは作業対象と学習者の関わりの

仕方を意図的に段階的に行わせていることによる。このようにスキルスタデ

ィは作業から離れず、作業を常に基本問題として中心に設定する。スキルス

タディは作業に着目していることで学科とは区別して考えなければならない。

3-2 ス キルスタディの展開モー ド別検討

具体的な指導案を検討しながらスキルスタディの展開モー ドの内容を明確

にしてみたい。授業事例によっては数モー ドを使い分けながら展開するもの

もあるがここではモー ド数の少ないものを対象に選んで検討する。

クラリファイ

スキルスタディ①

スキルスタディ②

スキルスタディ③

フォロー7″ ブ
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表 3-1 研 究授業 「三原色混合」の指導美 (要旨)

アクティビティ 時「田 摘部の要点 訓細用tXl材 指導者の活■lttA位

クラリファイ

[三原色混合につい

て考えさせる3

8 分 と紙で作った課題 「三原色の三角形Jの 説明 〈板む)

三角形の殉くに二原色

それぞれの原色を混合して中「このとを製作した

中央には灰色がgl作されます

罰色の技術位

「目椋と同し色を作ることと、必要nだ け作ることで

すJ

主題の提示
二色混合したが二色の中間の色ができていない

目的の色を必要賦つくる方法を考える

課題作品 問題の明碓化

ユ題の主体化

「1磁の明ll化

五四の11示

スキルスタタィ①

[色の効き方のlRさ
にむ目させる]

8 分 色将による原色の位置を説明する

こマグネットカー ドを使って色原を黒板に作る

原色の位置に原色カー トをlSる

I対 1で Pt合した色がと現の中Pu3に無いことを確認

三原色混合すると色が濁ってくる

灰色になってくな

課題作品例を示す

とが幼いてくる前さわ範 う

赤と☆の混合で説明する

このlltさう源 色で違うので工と色が比例しない

色ヤグネ ット

カー ド

原色カー ド

課題作品,

投lPの科学nl明碓化

技陀の科学n旬明m化

技能のIl学的明性化

作業方法 1オ■|"墳
のFr究

スキルスタタィ②

[色の強さと′マラン

スを却内7させる]

4 分 色の強さをベタトルで表示する (板む)

3つ の力のつりあつた時が灰色

赤味の強い場合について説明
この赤味を取るためには揃色を加える

(科と策を加える)

報色は末ランスを考えることである 課題作品

技性のll学的明Fr化

スキルスタタィ◎

て日神色に核近する
方法をF】解させる3

26分 色カー ドによって目原色になるまでの過程を説明

色の変化を見ながら接近する

述を呂1算 して加えるのではなく変化を見てやる
ブ。は回数少なくて接近する

核近するためのポイント

ニ色混合したら片方だけのとを取り除けない

亜を増やすのみの一方通行
三原色混合すると灰色になる原理を応用する

背の人 ,て いないとでも背を加えて赤を消す

罰色に加えることだけだが灰色にすることで全

体Slを減らせる

色マグネッ ト

カー ド

原色 ″― ド

作業方法 材料 聴境
のFT究

作共上のR要 lヽfRの

1手せ化

作栄方法 材■1果 境
の研究

作業上の亜要相輌の

イ予定化

フ■ロー7ップ

〔まとある〕

8分 色単によって価色の意味と働とを説明する

三原色混合は二色混ざ,て もう一色の反対ことなる
本クトルによって力の前さをまとある

三原色混ざると灰とになる

調色は本ランスである

明るい色や瓶らないとは作れない

建築塗技では灰色が基調なので使用される

色マグネ ット

カー ド

原色カー ド

削糾のまとめ

訓細のまとめ

工題のhr定

実習と生産の実際の

打比
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[実験モー ド・実習モー ド]

「夕ヽンダ付け技能」の訓練プログラムで最もよく行われていたものはこの

実験モー ドによる方法である。表32は 実験モー ドによるスキルスタディの事

lj‐11'である。指導条はアクティビティ明確化の祝″点から再構成して作成した。

スキルスタディ①ではプリント基板のパターンの大きさとこて先の形状との

対応を考えさせる実験である。この実験は実験というよりも実習により近い

実験とぃうことができよう。これをここでは実験的実習と呼称することにす

る。つまり、実験の結果がlFk説の検証にあるというよりも実習成果の確認を

主BRにおくものである。作業方法と作業成果との対応関係を明らかにするた

めに行われたものである。更にスキルスタディ②ではビデォ映像によって「こ

て先の形状が先IPLである場合には熱伝導が小さいが作業性が良い (運動性が

良い)こ と、円筒形状の場合には熱伝導が大きいが作業性が悪いこと」を明

確にさせている。つまりこて先形状の変化と作業性の関係をlFR説を検証して

いるものである。一定の条件下での結果を明確にしているものである。これ

は作業に関わる環境の中から特定条件下での成果を明確にさせている。しか

し、実習と深く関わり、かつ作業そのものを扱っている。従って純粋な実験

とは異なると考えられる。いわば実験よりも実習により近づいた実験という

ことができよう。ここではこれを実習的実験と呼称することにする。

このように実験と実習とが混在する領域が在り、それも実験から実習まで

の間に連続的なバリエーションが有り得ると考えられる。実験に近いものや

実習に近いもの等さまざまである。スキルスタディではこのうち実験や実験

に近い実習、実習に近い実験が多用される。

表331よ別の実験モー ドによるスキルスタディの事例1カである。

この事例の場合にはヨテ先の長さを3種 に変化させ、そのコテ先の温度を

測定している。この場合にはヨテ先長さと先端温度との関係を明らかにさせ

ているものである。「コテ先の長さが長い場合には低温になり、短い場合には

高温になる」ことが検証される。設備や道具の機能を明らかにさせているも

ので実習や実験的実習ではなく実験の範鳴に位置づ くものと考えられる。こ
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ペ

表3-2 授 業事例 1[ハンダゴテのこて先形状と用途]指 導案

アクティビティ 時「5 指導員の活rJJ 訓恕生の活動 取材

クラリファイ 3 分 Otれ までの役来の復習をする

0,テ 先の形について考えたことがあるだろうか

何故このような形になったのか

この形だと良い点わFぁるのだろうか

③ 'テ 先の形はC型 と'アばれるものです

④今Elはこのヨテ先の形状と加工方法について考える

理由があって決まる

ものだろう……

スキルスタディO 8 分 ①プリント基板を配布する
と板のフ`ターンは大小がそれぞれ6つづつ

②ヨテ先の使い方に注意して大バターンにハンダ付けさせ
る
^ン グ付けの仕上がりを転賜する
一うまくゆく者とうまくゆかない者がいる

0ヨ テ先のどの部分を使用したかを質問する
,テ先チップ横型を出して救人に説明させる

④ヨテ先の面 角 〈先端部),そ の他に分けて剖糾生の数
を調本板むする

04 パヽターンにハンダ付けさせる

③,テ先のどの部分を使用したかを質問する
,テ先チップ横型を出して数人に競明させる

Oc型 チップの使い方はこの面と点の使い方があることが

特徴一大′(ターンにはBF,小さい本ターンに1ま点が

効果崎

ハンダ付けする

うまくいった

うまくゆかない

面を使った

角をt r ,た

人

人

人の

而

角

そ

ハンダ付けする

説明する

プリント
と恢

ハング

スキルスタンィ② 6 分 Oで は面が大きいチ ″プとして円間型 小 さいチップとし

て円lL型のものを用意した一両模型を出す

②この2つ についての実験ビタオを見させる

円難型‐直径8nhのパターンは皮好なハンダ付け

円llE型‐直径10HHのパターンは不良

円鈍型1ま直径5nn～直径3ⅢⅢで真好ハング可悔

円筒型=為 が夕玉に伝部する,角 を使用すると少工の

ほ導となる

◎ 〔パターンの大小X,テ 形状 *′ ンヽダ付け良否〕につい

て矢独データを整FEして示す

どこまで可陀か

三者の関係が用途と

関係している……

チップ

換型
2団 規

ビアオ

教材

スキルスタタィ◎ 5 分 ③ C型 についてこれまでのアータから考えさせる

何故tの 形になったのか
→電子機器のハング付けに便いやすい
う価と点の両方が値える
一 ,テ が運動 しやすい

ヨテ先のかたちについてはユーザーが決めてきた
一いろいろな形状が注文によつて製作されてきた

②つまり'テ 先の形は用途にFljして製作されるのだ

0,テ 先形状の本スト5を チャー トで紹介する

A型 ‐面と点。一潟2用

B型 ―点のみ,一 月費用

c型 ‐面と点,電 子機器用

BC型 ― IC用

D型 =線 用

やりやすいこと
に率わてあがること
用通にあつている

形状と用途 特 徴を

比較

チャー ト

フォ●―アップ 3 分 ①ヨテ先`t加工しようとする対象に合わせて選択すること
が遠要一終4Jl率 迅■ll■i lhltt14などを考える

一つまりlr2率の点から選択する

②実用的な形状のものが開発されつつある
～しかし 形状にてなJiS規 格がまだない

③道具の選択は技能の向上ιttlrがぁるのです

まだ未知の分野だ
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の授業の展開の次段階でスキルスタディ②が行われる。ここではヨテ先長さ

によって温度調整できる理由をコテ先の模型を使って行う。コテ先における

放熱と熱伝導の関係が先端温度に影響することを説明する。ここでは主に間

答と模型説明によって行っている。スキルスタディ③に移ると、30Wのコテ

で銅板 (大)に くづけハングをさせる。「コテ先長さを5mmに調整すると十分

な温度が得られ、良い成果となる」ことが確認できる。コテ容量の小さなも

のでもコテ先長さを調整すれば高温が得られてハング付けが可能になること

を示している。これは作業条件を制限して実習を行わせているものであるか

ら実験的実習である。更にスキルスタディ④ではヨテ先長さを5 mnのまま小

さなパターンのプリント基板に点づけ夕ヽングをさせる。ここでは 「高温では

パターン焼けを起こすのでコテ先長さを25mm程度に調整して作業することで

良い成果が得られるJこ とを明らかにさせている。 こ れは実験的実習の範時

に入るものと考えられる。

[演習モード]

PROTSの C5セ ミナーではモデル実習として図32の ような展開の実習1め

を行っている。スキルスタディ②では演習によってプログラム作成を具体的

に総合的に扱わせている。演習モー ドでは訓練内容を総合的もしくは部分的

に体験させることを意図している。模槻的なものも含まれることが多い。場

合によっては仮想的課題のもとにシュミレーションすることも行われる。一

般に知的管理系技能では援業が演習モー ドに依存する場合が多い。すでに校

討した授業実験 巾司色実習」の1旨導案は演習モードが中心である。1' この指導

未にはスキルスタディ①とスキルスタディ②があるが、この展開は演習モー

ドによるものと言える。プラクティスでの内容や体験を学習者がそれぞれに

どのようなことを想起しながら作業を行ったかをふりかたり、指導者がそれ

らをフローチャー トにまとめる場面がある。体験を模擬的に再現しながら作

業の工程や想起事項を1つの図に収依させてゆく過程を全員で行っている。

これは広義の演習モー ドに属する。
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表3-3 授 業事例 2[コテ先長さによる温度調節]指 導業

7タ ティビティ お導員の活TJl 訓糾生の活動 数14

クラリファイ 3 分 ①ハングすテの安全上の注意をする

②前日の復習をし、今日の根業のテーマを3t明する
ヨテ先長さを左えると36Vの,テ でもいいろに使える
前同Fi 30Vの,テ ではヨ可llk〈小)は つくが舶ll〈人)
はうまくゆかなかった
このようなコラには60Yのコテを使う必要がある

銅板 く大)の ハング付けには多くのみか必要
今日は30Wの,テ でも高はが御られることをやち

nⅢ同の結果を想起す
る

コ テ

スキルスタアィO 6 分 ○ハングゴテの,テ 先長さを変える方法を説明する

長さゲーンを使って,テ 先長さをJ口定する
,テ 先のネツを縦あ、ョテ先長さをベンチで割セする

②削触■に三本の,テ 先長さの調とをさせる
0本 の,テ 先を5nn 2もnm 35nnのケージで細rf

③この時温度はそれぞれ何度かを予‖|させ伎むさせる

④ヨテ先の温度測定の方法を抽明する
ヨテ先品度計のテクプに'テ 先を核11させて測る

測定結果をi3第させるようlL示する

⑤測定させる

⑥岩央を板対し、長さが進うと温度が進うことを71辺する

ヨテ先長さを調密す
る

市度の予想をする

グルーブ案を仮むす
る

貿“‖llを記録する

ゲージ

ヨテた

渦皮,

スキルスタタィ② 10分 O,テ 先長さと温度変化について実剛グラフを説明する
教材研究アータをlt示する (0口 P〉
5mm 10印m20mn 30m的“0前の ・

lの1,mに 夕1する渦ry変

イその実測メータを検討する

0こ のような送いが出るのは何rtkか,

仙糾生に意見を出させる

0ヨ テ先部分の機型によって検討する
。テ先を限界まで引き出すと
'テ 先をい,ば いに押入すると………

ヒータ部分とテ ップとの核内'Aと チップからの放公の
′ヤランスで温度が決まる

放熱の,ス が意外に多いことがグラフから祉測できる
一指教はⅢ線f●に変化 していることに注F4

ヒーターとの接nl而

積が慎l係すると予想

ヒ~夕 ~と チ ノプの

朝たに注目する

放外は1,数的になる

,テちt■1
1 交4 !

ス■ルスタディ① 3 分 ①知板 (大)へ の′ヽング付けが10Wでできるか

前回は何販 く大)に は30Yの,テ で,よ′ヽング付けでき
なかった。
31烈生に予想させる一突■1グラクがヒント

②ヨテ先長さ5m内のヨテで夕ヽングllけさせる

③仕上がりを科H称生にたずわる

うまくゆくだろう
本ンダ付F ナする
―うまくゆく

鋼 阪

ス■ルスタディ④ 5 分

①エ ッチング加エプサントな慨へのハング付け
ブリント基慨を支給する
ヨテ先長さ5的的の,テ でフヽング付けさせる

仕上がりを目J紳生にたすれる

②O'Pで 30Wと的ツの,テ の温度割整IL囲を説明する

③ブリント基板へのハンダ付け適正温度範囲を統明する

ハンダ付けする

うまくゆかない

知がはかれる

l ・t けてしまう

ブリント

2 t傾

T P - 2

0-ア ップ 3 分

0,テ 先長さで温度を調そできるが 加 工する対象に合わ
せてヨテ先長さを調整するかヨテの選択をするか考えて

作究することが大切

②どの程度の温度調anが可能か),テ の種類について覚え
ると良ヽヽ
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図 3-2 PRoTs― C5セ ミナー 「モデル実習」のアウ トライン

0夕)           START
・プログラムとは何かを示す

実習の目的を示す

・プログラムを作るために必要な命令の

働きと使い方を示す
一

P R I N T 命
令

一END命 令
一 FOR～ NE X T命 令
一

C O S U B 命
令

ブログラムを作るための方法を演習によっ

て示す
一課題を分析する
一フコーチャー トを作る
―コンピュータ言語でプログラムを書く
―プログラムを実行 し検証する

60分

70分

95分

・実習課題を示す

課題分析からプログラムの実行による検証
までを行わせる

要ホについてまとめる

,00分

[議義モー ド]

図31の 研究授業 「三原色混合Jは 誌義モー ドで展開している。先に示した

図32の モデル実習におけるルール学習の部分をこの講義モー ドで展開してい

る。原理 原 則を提示する方法としてこのモー ドを展開する。 こ の内容は理

論あるいは学科などのようなものではなく、作業を遂行する上での必要事項

を扱うのであって、作業と遊離せず、技能の科学的背景を明らかにしようと

するものである。

クラリファイ

スキルスタディ①

スキルスタア ィ②

プラクティス

フォローア ′ブ
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33 ス キルスタディの計画及び展開の具体的方法

スキルスタディの展開は周到な計画を必要とする。それぞれの展開モー ド

の選択もこの計画の中で設定する。基本的にはスキルスタディが技能の背景

にある科学的な裏付けを明快に学習者に示すことによってその成果を向上さ

せようとするものである。このためには教材研究の充実が求められる。教材

研究は 「教える内容について教える立場から研究すること」である。従って

教材研究はその教材の特徴的なテーマ、教材の構造 ・論理、科学的背景、本

質を中心に検討作業を進めることを中心に行う。

これまでの 「教授技術」演習と新任者研修での 「教材研究と授業づ くりJ

演習で行われた教材研究の方法は極めて多様なスタイルで展開されていた。

しかし、その進め方には一定の手続きが管見される。それら教材研究の方法

には次の 5つ の方法が見られた。

①教科書 文 献研究による方法

②実験研究による方法

③フィールドワーク、調査研究による方法

④作業分析、作業研究、技能分析、行動分析による方法

⑤事例研究による方法

これらの詳細を表34、表35に示す。最も多く行われていたのは①及び②であ

る。スキルスタディの計画に際して基本的な手続きということができる。次に④

がおこなわれていた。ケースによっては②と④が同時並行的に進行すること

がある。さらにこれらを補完する方法として③と⑤を採用している。マイク

ロティーチングという状況もあって⑤の採用は少なかった。教材研究の過程

が授業構想を形成するための基礎作業であること、スキルスタディの充実の

ための準備作業であることを考えると②及び④の充実が授業の内実を決定づ

ける方法ということができよう。
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表3-4 ス キルスタディ計画のための教材研究の進めかた (その 1)

教材,t究の方法 具体的方法 説   明

O
教手iせ,資 ド1守
の文献研究によ

る方法

指車内容に閃わる印刷物を収架し,検 討し,教 材
に加工する方法

教科むの不明部分,分 かりづらい点を綱べる
文章や図からTP,資 料|を作成する

llt拠となる資料を収築し,関 係部分を教材として

有月になるように加工する

教材の論理,ft造 ,閃 巡と,拡 張性について明確
にする

他の方法による敦材研究の却“Fに通
付行う方法である。特に教材のやつ特
徴をい碓に捉えて授業に反映させるこ
とが求められる。教材のやっている輸
理拡張14は授業の粧道決定の大きなフ

ァクターとなる。

②

実r●研究による

方法

作業結果,す 象ぅ現象 ,材 料 )道 具等を対象にそ

の科学的背景を明碓にしたり,実 Hllアータを収果す

る方法

作染方法の根底を支える科学的な現象ぅlr象をテ
ーマとして設定す る

必ず しも工学の概念で実験アツインをお く必要は

ない。む しろ作業の成立に首目することが通要で

ある。従 って素本卜な発想の方が良い。

教材研究の実験 と授業展開で用いる実験 は一致 し

ないことが多い。授栄展開では多少の操作が要求

される。従 って教材研究では事実の探求を主とす

る。

実験の視点は以下のアプローチがある。

O進 行速度の変化 ,② 観覚的大 きさの変化 ,

③観察祝角の変イし,④ 成立贈条件の制御、

◎成立要素の拡大 路張,
◎お要因の関係性の明ほ化
O入 間の感覚遅勁特性との関係との明碓化

技陀行動の背景の合四とはrl学 を起

点に している場合が多い。材料 もそう

あるが道具や機械 は何 らかの理由で現

在の物に至 っている。

[材料―道具 機 械 一人田〕という

系のいずれかにFt点化 して検村するこ

とは伝遵を容易にする。

実験 はこの有力なアータを提供する

。仮説校証型ばか りでなく傾前想起型

の実験デザインも念頭に置 くとよい。

◎

フィール トヮー

ク,胴 査llT究に

よる方法

教材にかかわる括データをフィールドワークや鋼
査によって収共し,教材を生成する方法

文献の不明点や不確かな点について銅査しぅ資料
を生成する

調査の対象は著者,関係者,専門研究者.生産車

栄所i利用事栄所1作栄者す教育訓練機関等があ
る

捌rtt方法は訪Pl綱介や■岳細rl 郵送罰Tl守があ
る

末知の内容の場合には
‐
WJ果的である

。業界や教育勘糾機関などの協力によ

って割細2k材やサ ンブル,関 係資料,

現状の説明など多 くの有力なアータを

を収衆できる場合が多い。



教材研究の方法 具体的方法 説   明

④

作米分析,作業

け,究,技 1ヒ分析

行Il」分析による

方法

技他行動や作栄が東際にどのように進行するかを

明らかにし,伝 達がしやすいように加工する方法

作業を構成する要因を記述し。その関係llを明ら
かにする

作業の主要なステヮブ.留 意点 手 がかり,懸 覚
的判断jヨ ツを把述する

成果を得る手段 手 続きを分析的に理解しなから

検討する

作業習得の困推さを観点において機部する
ストップモーション分析や時間研究,動 作軌跡j
作業者の内省分析.生 体負担等の解析も効果的で

ある

作業者の行動にかかわる全伍域が教
材FJF究の対象である。作業者の入力lll
細.出 力情報.作 業成果.避 助方法や

姿勢,柿 抑的nl面与が検討のテーマと
なる。行為が一回性のものであること
から,そ れらを掲述や映像等によって

記録することでも成果が連う。作来が

対象の教材研究は既存の手法にこだわ

ると現状以上のものは期待できない。

新しい者想が有効である。

⑤

車例研究による

方法

作栄結果や作業方法の履歴 事 例を収架してこれ

を検討し,教材を生成する方法

事例収集の祝点を設定して,付 に4r例が一定の杵

組みで利用できるように加工する

取り出す視Aを 整備することによって1つのⅢ例
を多方面で活用することを意図的に行う

車例の根底にある原IBを探索する

生産現場は作業 とその結果の架稿で

ある。それ らを研究 検 討す ることは

別のチャンネルの法則性を提供するこ

ととなる。知的管理系技世の場合に有

用な手だてを示す ことが多い。
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表 3-5 ス キルスタディ計画のための教材研究の進めかた (その 2)

これまでの検討結果を基にスキルスタディの各モー ドの内容 を精細に検討

することにする。このことがスキルスタディの内実を明らかにするアプロー

チとして重要 と考えるからである。

実験の概念について教育学人事典では 「ある作業仮説に基づいて予測され

た事象が生起するかどうかを確 かめることである」と定義 している。崎)し か

し、この定義は技術教育における実験の概念規定 としては不確かなくが多い。

本論ではこれまでの検討か ら生産技術教育における実験の概念を以下のよう

に設定することにする。実験 とは 「生産技術におけるさまざまの事象を一定

条件下で意図的に実行 させ、予め設定 した仮説を検証する方法 (もしくは仮

討論
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図4-1 ス キルスタディ展開のパ リエーション (その 1)

展,3方法 定魂 学習者の行動モデル図 説明

実  験

生産技術におけるさ

まざまのlI象を一定

条件下で意図的に実

行 させ、予め設定 し

た仮説を横証す る方

法 (も しくは仮説を

探索する方法〉

抽出事象 作業対象

r‐
…
、

条lL設定

入力情報をある条件で11限して
t るヽ場合である。条rl設定下で
の行動であって抽出車象への働
きかけはあるが、作業対象への

直接的働きかけは行われない。
実験には仮説探京型実欧と仮説
横証型実験とがある。

貿習的実験

生産にかかわる過程

の中か ら抽出 したHF

象について一定の条

件下で実行 させ仮批

を被証す る方法

(も しくは仮説を探

索する方法)

抽L作 業対象 作 米対象

条件設定

作業対象 とのやりとりの中か ら

抽出 した作業車象を働 きかけの

対象 とする。更に入力情報 と働

きかけの方法 も制限す る場合が

ある。実験 には仮説探索型索取

と仮説横証型実験 とがある。

実験的実習

生産にかかわる特定

の過程を一定の条件

下で意図的に学習者

に実行させ、体験 さ

せる方法

作共対象

条件設定 制 lR

入力情報と働きかけの方法に条
件を設定するか制限を理して行
なう実習である。従つて作業対
象へ直接lljに働きかけする。



職業ヨ1裸研究 第 9巻  1991年    15

図4-1 ス キルスタディ展開のパ リエーシヨン (その 2)

展開方法 定 義 学習者の行動モデル田 説明

計  養

指導者が語りや画答
を通して学習内容を

伝達する方法

教 14 作業対象

語 り 間 答

ヽ
１
…
…
…
…
…

ソ

ｒ
ｔ

）ヽ
ｉ
ｔデ
ｌ
ｔ
ト

入力情報とElきかけの対象が指
導者の提供する教材という阿核
的対象で行われる

実  習
・

生産にかかわるfr定

の過程を意図的に学

習者に実行 させ、そ

の準備や実行の手続

きを合む全過程を体

験 させる方法

入力前報と働きかけは実際の作

業場面と全 く同 しように行われ

る

夜  留

学習内容を模授的か

かつ総合的に学習者

に体験 させる方法

渡凝的作栄対象 作染対象

入力情報と働きかけの対象が襖
腐的もしくは仮想的作栄対象で

ある他は実習と同じとなる

1注 ,「実習」についてはスキルスタディでは用いないが参考として掲げた。
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設を探索する方法)」をいう。実習については 「技術の教育において知識を応

用実践するために実際に物に働 きかける教育の方法の一形式である」 という

定義がある。
1。 こ れに対 してわれわれは実習を以下のように定義する。実習

とは 「生産にかかわる特定の過程 を意図的に学習者に実行 させ、その準備や

実行の手続きを含む過程を体験させ る方法」をいう。生産技術教育において

は実習と実験 とは一
定の条件下で連続体 として捉える。つまり 「実験に近い

実習Jと 「実習に近い実験」 という範時である。前者を実験的実習、後者を

実習的実験 と呼ぶことにする。実験的実習 とは 「生産にかかわる特定の過程

を一定の条件下で意図的に学習者に実行 させ、体験させ る方法」をいう。実

習的実験 とは 「生産にかかわる過程の中から抽出した事象について一定の条

件下で実行させ仮説を検証する方法 (もしくは仮設を探索する方法)Jの こと

である。更に演習は 「生産にかかわる内容 を模凝的かつ総合的に学習者に体

験させる方法Jと 規定できる。演習と実習とは学習者に体験させ るという意

味で類似であって方法その ものが類似ではない。更に議義は 「指導者が語 り

や問答を通 して学習内容を伝達する方法Jで あるといえよう。1"

このように定義すると、すでに述べた行動モデルい)を使用 してそれぞれの機

能を明確に記述できる。図41は これらの内容 をモデルによって説明したもの

である。実習は入力情報 と働 きかけが実際の作業場面 と全 く同じように行わ

れる。演習では入力情報 と働 きかけの対象が模凝的 もしくは仮想的作業対象

である他は実習 と同じとなる。従って実作業を行わない場合 を含む。講義に

おける入力情報 と働 きかけの対象は 「指導者の提供する教材Jに なる。従 っ

て作業対象への働 きかけは行われない。実験は入力情報をある条件で制限し

ている場合である。条件設定下での行動であって教材への働 きかけはあるが、

作業対象への直接的働 きかけは行われない。実験的実習は入力情報 と働 きか

けの方法に制限を課 して行 う実習である。従って作業対象への直接的な働 き

かけを行 う。実習的実験は作業対象 とのや りとりの中から抽出した事象をlpl

きかけの対象 とする。更に入力情報 と働 きかけの方法 も制限する場合がある。

以上のように整理すると、スキルスタディは作業対象 と学習者 との間に媒
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介項が挿入されていることカラ)かる。実習モー ドでは作業対象と学習者が直

接的に関わるがスキルスタディは両者の間に何らかの意図的な介入 (操作)

を行うことによって教育訓練の成果を充実させようとするものと考えられる。

操作の方法は事象や作業の対象 (もしくは作業)を ①抽出、②制限及び条件

設定、③模擬化、④教材化することによって行う。スキルスタディで行われ

る各モー ドがこのような操作を行うのは、当然ながら、作業対象が現実に偏

り教育的配慮の少ないことによると考える。換言すれば、「作業対象が社会で

行われる生産そのものであって、教育的な形を持っていない」ことである。

指導者が教育訓練の対象として生産技術を据える時に行う教育的配慮がスキ

ルスタディにはあるといえる。これはスキルスタディ計画のための教材研究

の進め方にも表現されていたと帰納的に類推できる。

これまでの検討によってスキルスタディそのものが本来どのような性質を

持つべきものかについて明らかした。これらと同様に他のアクティビティに

ついても同様の作業が求められる。例えばプラクティス内容の検討は極めて

有用な課題であろう。本論で扱うことが出来なかったが、アクティビティの

長結方法の問題がある。これらについては今後の課題としたい。

(遠)

(1) 以 下の文献に掲載 した。

①森 和夫 久下靖征 「生産技術教育の方法理論一方法仮説と授業

実験―」,職 業訓練研究,第 7巻,pp 1 30,1989

②森 和 夫 「生産技術教育の方法理論(〕一授業の分析によるアクティ

ビティの抽出―」,職 業副1練研究,第 8巻,pp 107 137,1990

(2) 指 導者の指導の活動単位をアクティビティと呼ぶ。このアクティビ

ティには5つ アクティビティがある。これらはプレゼンテーション、クラ

リファイ、プラクティス、スキルスタディ、フォローアップである。この
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中のスキルスタディは 「技能の科学的背景 を明らかにするアクティビテ

イである。あるいは技能を科学的な視点で明確化するアクティビティで

ある。作業方法 環 境 `材料などを研究させ ることによって 「技能の科

学を学習者自らの ものにさせ る (主体化)こ とを促進する。結果 として

合理的な作業方略 と確かな作業イメージを形成する」 ものである。

(3) 「 実学一体訓1煉」や 「学科 と実技の相関カリキュラム」など相互の

関係 を強化 した訓1練方法をめ ぐって多くの議論がある。学科 と実技 とい

う形式的分類に問題があろう。この結果、学科 =座 学 =工 学 という図式

になっていることこそ問題である。この対 として実技=実 習=作 業の図

式が描かれている。

「実学一体訓練Jに ついては下記の文献に詳 しい。

職業訓練研究センター編 「技能 と技術」,第 14巻,第2号,特集 「実学一

体化の諸問題」,1979

(4)森  和 夫・久下靖征 「生産技術教育の方法理論一方法仮説 と授業実

験―
」 (前掲書),pp 4 5,1989

(5) 森  和 夫 「生産技術教育の方法理諒 2)一授業の分析によるアクティ

ビティの抽出―J(高i掲書),p128,1990

(6)森  和 夫 久下埼征 「生産技術教育の方法理論一方法仮説 と授業実

験一
」 (前掲書),pp 14 27,1989

(7)森  和 夫 中村謹也 森下一期・山崎昌甫 「教材研究 と授業づ くリー職

業副1練指導員新任者研修の記録一
」,職業訓練大学校指導科報告シリーズ

第 1号 ,1981

本研究では1983年度の研1夕において製作された指導案を主な検討対象

として作業を行った。

(8) 伊 藤 正 「研究授業 『三原色混合』授業記録J,技 能教育研究会報,

第14号,pp 10 23,1982 技 能教育研究会定171会で行われた研究授業の

模様は映像 と音声他で記録されている。

(9) 「 教授技術」演習はマイクロティーチングを行 うことを課題 として
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いる。この準備過程は教材研究過程 といってよい。各年度ごとに 6評 ↓が

製作され、 3年 間で18事例 を収集 した。

(101 森  和 夫 中村謹也 森下一期 山崎昌甫 「教材研究と授業づ くリー職

業 討1練指導員新任者研修の記録一J(前 掲書),1981

(11) 1983年 度新任者研1夕「教材研究 と授業づ くり」の指導案 「夕ヽンダゴ

テのこて先の形状 と用途Jと 映像記録等によっている。

(1の 1983年 度新任者研修 「教材研究 と授業づ くり」の指導案 「コテ先長

さによる温度調節」 と映像記録等によっている。

(13) PROTSは 「指導技術訓線システム」の略称である。 C5セ ミナ

ー「実習の進め方の基礎」コースで、このモデル実習が行われる。出典は

1鈴 支術教材研究開発委員会「PROTS INSTRUCTOR'S HANDB00K

C3 実 習の進め方の基礎」,海 外職業訓1練協会,pp 21 32,1989に よっ

ている。

PROTSの 詳細については下記の文献を参照されたい。

梅本 清 ,森 和 夫「第 2の 技術移転の時代に向けて一指導技術養成シ

ステムとマニュアルの開発一
」,海 外職業訓練,第 22号,pp l ll,1989

(14)森  和 夫 久下靖征 「生産技術教育の方法理論一方法仮説 と授業実

験一
」 (前掲書),pp 14 25,1989

(15) 細 谷俊夫他編 「教育学大事典J,第 1巻,第
一法規,p504,1978

(16) 細 谷俊夫他編 「教育学大事典」,第 3巻,第 一法規,p166,1978

(1の  「 演習」、
「議義」の概念については仮に設定 し、改めて全体の整合

性の基に規定 したい。

(18)森  和 夫・久下靖征 「生産技術教育の方法理論一方法仮説 と授業実

験一
」(前掲書),pp 4 7,1989の 図31に 行動モデルを示 した。また、図

32に 生産技能の内部モデルを示 した。ここではこの図を用いて各モー ド

に対応させて示 している。

(もり か ずお  職 業訓線大学校指導学科)


